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１．研究計画の概要 

本研究は、脳科学や生物学、認知科学、

ゲーム理論などから得られた知見を背景に

広まりつつある道徳的自然主義を、「道徳

の基礎づけ」という問題機制の中で批判的

に検討することを通して、道徳を形而上学

の視点から評価し直す試みである。もとよ

り道徳の形而上学的な基礎づけはこれまで

も数多く試みられてきたが、それらはいず

れも、いわゆる「内在主義」のアポリアを

解決することができないため、道徳の「外

在主義」の側からはその独善性を批判され

たり、道徳的自然主義からは「宙に浮いた

空疎なお伽話」と揶揄されることもしばし

ばであった。本研究では、カントが指摘す

る「理性の弁証論的特性」、とりわけ「無制

約者」を求めようとする理性の特質の「実践

的場面」での意義を手がかりにして、既存の

「内在主義」の視点を越え、多文化的状況に

も開かれた「道徳の形而上学的再構築」を目

指すものであり、それによって同時に「道徳

の基礎づけ」の問題に対する最終的な答えを

与えることを目的にしている。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）「道徳の基礎付け」問題に関する既存
の試みを、「認知主義／非認知主義」「内在主
義／外在主義」などメタ倫理学の視点から整
理し、近代以降の基礎付けの多くの試みが、
道徳に独自の価値を帰そうとして内在主義
をとるが、他方でその独善性への批判がある
ことを確認し、その様な批判を回避しつつ道
徳の内在性と事実性を同時に説明する立場

として近年注目されている道徳的自然主義
と進化論的倫理学の意義と課題を明らかに
した。 
（２）道徳を進化の事実の中に位置づけよう
とする自然主義は、道徳に従うべき必然性を
十分に説明できないだけでなく、その必然性
を効果的に育み、公益性が確保される方途が
見つかれば、それを拒む理由もないことにな
るが、それは他方で近代道徳の要件とされて
きた「自由と責任」の意義の再考を迫ること
になる。しかも現代の科学的世界像と脳科学
など具体的成果が示唆しているのは、「古典
的自由意志の困難さ」という事態であり、道
徳の可能性も、そうした事態を前提に考える
べきであることが確認できた。 
（３）道徳の形而上学的基礎付けを試みたカ
ント自身も、批判期以前から現代の脳科学や
心理学に連なる機能主義的で自然主義的な
人間理解を行い、道徳の公益的機能を肯定的
に捉えていることを確認した。その上であえ
て道徳の形而上学を基礎付けようとするカ
ントの議論を、「無制約者を求める理性の自
然的性向」に着目することで批判的に検討し
た。その結果、カント流の道徳の基礎付け方
の困難を確認しつつ、反面で基礎付け要求の
秘密と、他の規範や規則には見られない道徳
に特殊な性格の由来を説明し、道徳原理を吟
味するための手がかりを得ることで、基礎付
け問題に対する新たな展開の地平を拓くこ
とができた。 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
（理由）近年の道徳的自然主義の成果を、ゲ
ーム理論や進化論的生態学なども参照しつ
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つ整理し、その意義と課題を明らかにするこ
とができた。自由論の現代的意義を検討する
ことで、既存の道徳形而上学の課題を洗い出
し、基礎付け問題の由来を当初予定していた
よりも深く掘り起こすことができた。以上に
より新たな道徳形而上学の構築と道徳の基
礎付け問題への回答の基盤が用意できたた
め。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）カントが語る「理性の弁証論的性格」
と「定言命法の導出方式」を手がかりにして
「道徳原理」の形而上学的特質をおさえた上
で、「公正さ」や「人格の尊厳」などの道徳
的基本価値に対する新たな基礎付けを試みる
。 
（２）同じく「理性の弁証論的性格」を手が
かりに、道徳のもつ抑圧的や欺瞞的な側面が
どのようにして生み出されるのか、その機制
を批判的に洗い出す。 
（３）最終的に、近代以降の道徳が、なぜ自
らの根拠づけを求めつつ、外部の根拠を遮断
し、「宙に浮いたお伽噺」として揶揄された
り自己欺瞞として批判されるような構造を持
つことになるのかを示すことで、基礎付け問
題への回答を与える。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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